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PIガイドラインとは

「市民参画型道路計画プロセスのガイドライン」（H14.8）
→ 「構想段階における市民参画型道路計画プロセスのガイドライン」
（H17.9改訂）

「構想段階」における道路計画プロセスの実施方針、「市民参画プロセス」
及び「構想段階評価」の指針を提示

【改訂の要点】

1. 「構想段階評価」の位置付け ＋ 適用を環境アセス対象事業まで拡大

2. 「必要性確認」、「代替案比較評価」にあたり、標準的に評価すべき項目を明確化

3. 課題の設定～概略計画案の決定まで、検討の流れに沿った市民参画プロセス

4. ガイドラインは個別の状況に応じて柔軟に運用すべき旨を記載

5. 第三者機関の設置は、必要な場合にのみ、目的を明確化して設置するよう表現を修正
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道路計画プロセスにおける
構想段階

概略計画

道路計画・事業・
供用･管理の体系 計画検討プロセス 市民参画プロセス

コミュニ
ケーション

ステップ１ ステップ２

ステップ４
【構想段階評価】

ステップ５

（
構
想
段
階
）

道路網計画等

都市計画等 【環境影響評価】

（
計
画
段
階
）

（事
業
化
段
階
）

（
道
路
網
計
画

の
段
階
）

【新規事業採択時評価】

ステップ３

コミュニ
ケーション

コミュニ
ケーション

コミュニ
ケーション

事業化

供用・管理（
供
用
・管
理

段
階
）

【再評価】

コミュニ
ケーション

【事後評価】

コミュニ
ケーション

構想段階とは

路線別計画のうち、道路管理者
が、道路の概ねの位置や構造等
の基本的な事項（概略計画）を決
定する段階

適用対象

①環境影響評価法第二条第二項
に規定される第一種事業に該
当すると考えられる道路事業の
計画

②その他、道路管理者が本ガイ
ドラインを適用することが適当と
認める道路の計画
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概略計画で定める事項

起終点

道路種別

計画諸元（車線数、設計速度等）

構想ルート帯（1/25000～1/50000スケールで、
概ね250m～1km幅）

主な連結する道路

主たる構造（切り土、盛土、トンネル、橋・高架、
その他の構造の別）

その他必要な事項
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構想段階評価とは

概略計画

道路計画・事業・
供用･管理の体系 計画検討プロセス

ステップ１
計画検討の
発議と
プロセス
の明確化 ステップ３

評価項目の設定
と比較案の選定

ステップ４
比較案の比較評価
【構想段階評価】

ステップ５
概略計画案
の選定

（
構
想
段
階
）

道路網計画等

ステップ２
道路計画の
必要性の確認

構想段階評価：

概略計画案を絞り込むため、
概ねのルートの位置や道路
構造について、事業の効果、
環境、費用等総合的な観点
から評価
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ステップ１：
計画検討の発議とプロセスの明確化

計画検討に着手することを発議

計画検討及び市民参画の進め方や概ねのスケ
ジュール等を提示

ステップ２：
道路計画の必要性の確認
解決すべき課題を具体化し、道路計画の目的を
設定

当該道路計画によって目的達成が見込まれるこ
と、道路整備以外の方策では十分に目的が達
成できないことを確認し、道路計画の必要性を
確認
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ステップ３：
評価項目の設定と比較案の選定

評価項目の設定
• 目的達成に資する効果
や地域への影響の観点
から評価項目を設定

比較案の選定
• 目的に照らして現実的で
合理的な比較案を設定

• 道路整備をしない案を比
較評価のベースラインと
して設定

分野 評価項目の例

①交通 時間短縮、渋滞解消、交通事故減少、歩行者自転車
の移動性・安全性、道路の走行性、当該道路の災害
時における機能・安全性、広域ネットワーク形成（既存
のネットワークとの連携）、交通発生集中源からのア
クセス性、都市の道路ネットワーク形成 等

②環境 大気汚染、地球温暖化防止に関する効果、騒音、景
観、生態系や動植物への影響、集落や公共公益施設
等への影響 等

③土地利用
・市街地整備

地域交流への効果、農業的土地利用への影響、市街
地の防災性、市街地整備への貢献度（アクセス性等）、
沿道商業施設への影響 等

④社会経済 地域活性化や都市再生への効果 等

⑤事業性 事業や維持管理に関わる費用、事業に要する期間、
施工時の影響、用地取得に関するリスク、制度的な
問題が生じるリスク、不測の事態に対する計画の柔
軟性 等

⑥その他 地域の状況や計画の目的に応じて追加すべき項目
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ステップ４：
比較案の比較評価

ステップ３で設定した評価項目を
用い、比較案を比較評価

各項目の評価の精度は、調査結
果（原則として、文献調査の結果
等）に基づき、比較優位性が検討
可能な程度であればよい（計画
の状況に合わせて定量的または
定性的に評価）

：標準的に評価する分野

＊：環境分野については、環境影響評価の評価項目を踏まえて、項目を設定することが必要。

なお、評価ができない評価項目がある場合には、その旨が分かるように「－」等で表現。

⑥その他

⑤事業性

④社会経済

③土地利用・
市街地整備

②環境＊

①交通

比較案C比較案B比較案A

道路整備を
しない案

（ベースライン）

道路整備
評価項目分野

⑥その他

⑤事業性

④社会経済

③土地利用・
市街地整備

②環境＊

①交通

比較案C比較案B比較案A

道路整備を
しない案

（ベースライン）

道路整備
評価項目分野

ステップ５：
概略計画案の選定
ステップ４の比較評価結果を踏まえて、最も優位な比較案
を概略計画案として選定
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計画検討プロセスと市民参画

ステップ２

道路計画の

必要性

の確認

概略計画案
の選定

評価項目

の設定

比較案の
比較評価

[構想段階評価]

ステップ３

ステップ４

ステップ５

【例１】 前後するステップを
一括して市民参画プロセスを

実施する場合

・プロセスを明確にし、
共有化

・課題を整理し、目的
を明確化

・道路計画の必要性
を明確にし、共有化

・評価項目を設定し、
比較案を選定

・評価項目を用いて、
各比較案を比較評価

・評価項目、比較案、
比較結果について
共有化

・比較結果等を踏まえて、
概略計画案を選定

・概略計画案および選定
理由を公表し、市民と
共有化

道路網計画

概略計画の決定

・評価項目を設定し
共有化

・比較案を選定し共有化

比較案

の選定

ステップ３

【例２】 ステップ毎に市民参画
プロセスを実施する場合

・課題を整理し、
目的を明確化

・道路計画の必要性
を明確にし、共有化

・評価項目を設定し、
比較案を選定

・評価項目、比較案
について共有化

・比較結果等を踏まえて、
概略計画案を選定

・概略計画案および選定
理由を公表し、市民と
共有化

【例３】 ステップを細かく区分し
てそれぞれ市民参画プロセス

を実施する場合

・課題を整理し、
目的を明確化

・比較結果等を踏まえて、
概略計画案を選定

・概略計画案および選定
理由を公表し、市民と
共有化

・評価項目を用いて、各
比較案を比較評価
・比較結果について
共有化

・道路計画の必要性
を明確にし、共有化

・評価項目を用いて、
各比較案を比較評価
・比較結果について
共有化

ステップ１

計画検討の
発議とプロセス
の明確化

・プロセスを明確にし、
共有化

・プロセスを明確にし、
共有化
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市民参画プロセスの運用に
あたって （１）

対象とする市民等の範囲
• 概略計画の検討対象範囲を中心に、事業の特性・対象地域に応じて効果・影

響の及ぶ市民、その他の関係者

実施主体
• 原則として、道路管理者または道路管理者を含む複数の関係行政機関が合同

で実施

推進体制
• 必要と認める場合には、第三者機関を設置した上で実施

• 何を期待するのか（何のために設置するのか）を明確に

• 参画プロセス実施支援

• 計画推奨案の提言

• 計画検討プロセスの管理

• 参画プロセスの監視

• 関係者協議（仲介）

• 技術的支援、政策的支援
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市民参画プロセスの運用に
あたって （２）

関係行政機関の役割
• 市民参画の手続きを支援し、協力する役割を期待

適切な参画手法の選択
• オープンハウス、ワークショップ、アンケート、ニューズレータの発行等、特徴を踏まえ選択

意見の反映
• 市民等からの意見が「計画の内容」に対するものなのか、「進め方」に対するものかを明ら
かにした上で反映方法を検討

柔軟な運用
• 状況に応じて柔軟に計画、運用

• 現場ごとに市民等から有意義な情報を引き出すための工夫が大事

時間管理
• 予め定めたスケジュールを市民等と共有し、それに基づいてプロセスの進行を管理
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■概要

路線名 ： 高速横浜環状北西線
接続区間 ： 東名高速道路～第三京浜道路
事業主体 ： (事業予定者）

横浜市、首都高速道路㈱
延 長 ： Ｌ＝約７．１ｋｍ
道路規格等 ： 自動車専用道路

■経緯

平成15年 2月 広域ＰＩ（広域アンケート調査）を実施
平成15年 6月 現地ＰＩ着手
平成16年 3月 「計画のたたき台」の公表
平成16年 9月 「概略計画の検討状況」の公表
平成17年 1月 「概略計画の案」の公表
平成17年 8月 「概略計画」の公表
平成18年 8～10月 環境影響評価方法書の公告・縦覧

横浜環状北西線
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計画検討の流れ
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構想段階におけるルート・構造の
比較検討

■ ７つのルート・構造の代替案

■ ４つの比較検討の視点

○構想段階において、住民の提案から
７つのルート構造の代替案を設定。

○比較検討に際して、住民の懸念や
ニーズをふまえ、４つの比較検討の
視点を設定。
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■ルート・構造の比較検討の結果

比較検討の結果
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■ルート・構造の比較検討の結果

市民等の懸念やニーズを踏まえ、代替案を総合的に比較した結果、「たたき台トンネル延長案」を構想段階
のルート・構造に決定。

構想段階おけるルート・構造


